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外部資金
2015年度　サントリー文化財団「地域文化に関するグループ研究助成」
研究課題 住吉大社を中心とする大阪文化の伝播と境内景観の復元
研究代表者 黒田　一充　文学部・教授
研究概要
　大阪市住吉区に鎮座する住吉大社は、海の神、和歌・文
学の神として広く信仰を集めてきた。海の神としての信仰
は、古くは遣唐使の無事を祈った記録があり、のちには航
海安全を祈る神として広く信仰を集め、全国各地に2300社
をこえる住吉神社が分布している。それらから、住吉信仰
とともに大阪文化も広がっていることが予想できるが、神
社の分布だけでは具体的に検証するのは難しい。
　そこで今回の研究では、住吉大社境内に立ち並ぶ石灯籠に着目した。同社の石灯籠は17
世紀半ば以降の造立のものであるため、歴史的には古くはないが、その碑面には全国各地
の廻船問屋やさまざまな業種の仲間たちが共同で寄進したことが刻まれている。これらは
造立当時のままのものもあれば、のちに再建や修理がおこなわれたことも銘文に記録され
ている。これらの石灯籠については、これまでも個々の紹介などは行われていたが、全体
をまとめての調査報告はほとんどなかったため、そこからはじめることとした。
研究分担者
林　　武文　総合情報学部・教授
高橋　隆博　関西大学名誉教授
藪田　　貫　関西大学名誉教授
神武　磐彦　住吉大社・権宮司
小出　英詞　住吉大社・権禰宜
谷　　直樹　大阪くらしの今昔館・館長
櫻木　　潤　高野山大学・助教
研究期間 2015年 8 月～2016年 7 月
成果概要
（1）進捗状況
　まず、境内と摂社に残っている石灯籠の銘文の解読と分析をおこなった。現地調査から、
本社の境内と周辺に635基、堺市と大阪市港区の摂社に23基の石灯籠が残っていることがわ
かった。それらの銘文からは、現在の北海道にあたる松前から日本海側を通って九州の薩
摩まで、太平洋側も江戸や仙台からの寄進者があるなど、全国的な広がりをうかがえる。
しかも、出羽・大坂・京都の紅花の業者が共同で寄進したものや、肥前唐津・羽州秋田・
大坂の商人が共同で寄進したものからは、交易地や中継地がうかがえ、瀬戸内海地域や豊
後・日向の浦々の名前を並べた碑文からは、当時何らかのネットワークがあったことが示
されている。研究成果として、現地調査の結果をまとめた報告書を刊行した。住吉大社の
石灯籠の銘文をすべて紹介したものは、これがはじめてである。
（2）今後の課題と展望
　今回の報告書は速報版として一覧表を収めただけで、個々の石灯籠の写真（イラスト）
も含めたものを完成版として仕上げる作業に引き続き取りかかっている。さらに、データ
ベース化や境内マップなどの作成も視野に入れている。
そういった石灯籠の基礎データのまとめと並行した研究課題としては、寄進者の居住地や
年代別の分布を日本地図の上に落とすことによって、江戸時代の物資の移動や大坂を中心
とする上方文化の伝播の様子など、海上交通を通じた地域のネットワークを明らかにする
こと。石灯籠の寄進には、他の神社での御師にあたる取次（執次）の活動があり、銘文に
刻まれた取次の活動から住吉信仰が広がっていく様子がうかがえること。石灯籠の寄進年
から、境内に石灯籠が立ち並んでいく過程を追うことができ、境内景観の歴史的変遷をビ
ジュアル的にも明らかにすることなどを想定している。
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第44回（平成27年度）三菱財団人文科学研究助成
研究課題 ガラス乾板に記録された住吉大社の歴史景観的復元
研究代表者 黒田　一充　文学部・教授
研究概要
　本研究は、住吉大社（大阪市住吉区）に所蔵されている
昭和初期に撮影された古写真（ガラス乾板）をもとに、同
社の歴史景観の復元を目指すものである。600枚を超える未
整理のガラス乾板には、明治初期の激動から復興し、境内
の整備が行われたのち、昭和 9 年（1934）の室戸台風によ
って被害を蒙る時期の同社の建造物や祭礼などが克明に記
録されている。これらをデジタル化し、歴史学・民俗学・
建築学などの視角から分析することで住吉大社の景観を復元するとともに、近代の神社史
研究や災害史研究にも新たな方途を提示する。あわせて、近年、歴史資料として注目され
るガラス乾板資料の調査・整理・保全とその活用に関する新たな研究の枠組みを提言する。
研究分担者
谷　　直樹　大阪くらしの今昔館・館長
林　　武文　総合情報学部・教授
櫻木　　潤　高野山大学・助教
小出　英詞　住吉大社・権禰宜
研究期間 2015年10月～2017年 9 月
成果概要
（1）進捗状況
　初年度には、合計473コマのデジタル化作業・内容の分析を行った。建造物や祭礼の様子
を撮影したものが大部分だが、撮影年代については、昭和 7年（1932）に発行された『住
吉大社写真帖』の原板と思われるものがあることから、この前後の時期に撮影されたもの
であることがわかった。また、境内に分散していた石燈籠を整備するなど、現在の神社の
景観がこの時期に形成されたことが判明した。
　 2年目は、残りの建造物を撮影したガラス乾板のデジタル化作業と分析を進めた。また、
一般の方向けに境内周辺の地形図から、写真と解説の情報を開くことができるコンテンツ
の開発を行った。ガラス乾板を扱える技術者が少なくなり、乾板自体も劣化が進んでいる
ことから、もう少し時期が遅れるとデジタル化が不可能になる状況であった。この時期に
三菱財団の支援を受けたことは、文化財を救うことにつながったと考えている。
　これらの成果をもとに、神事や祭りの様子が写った作品を平成28年（2016）11月に関西
大学で、平成29年（2017） 6 月～ 8月には住吉大社回廊で展示を行った。
（2）今後の課題と展望　
　 2年間に渡ってデジタル化したガラス乾板の調査・分析を行った。その中には社殿や境
内が大きな被害を受けた昭和 9 年（1934）の室戸台風前後の状況記録が含まれているが、
これらからは災害史について新たな事実を汲み取ることができるであろう。
堺市との共同研究
研究課題 堺鉄砲鍛冶屋敷井上家資料調査研究
研究代表者 黒田　一充　文学部・教授
研究概要
　堺市北旅籠町西 1丁に所在する井上家は江戸時代を通じ
て鉄砲生産に関わった家柄であり、井上家住宅は、江戸時
代初期の建築で鉄砲の生産現場が残されている全国唯一の
建物として、堺市指定有形文化財（建造物）に指定されて
いる。この井上家に伝わる古文書を中心とする資料は、第
二次世界大戦の戦火を免れ堺環濠都市区域に残る資料とし
て大変価値が高く、総点数は数万点を越えるものと推定さ
れる。そのため、その歴史的価値及び今後の保存活用について調査研究を行う。
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研究分担者 藪田　　貫　関西大学名誉教授
研究期間 2015年 8 月～2019年 3 月
成果概要
（1）進捗状況
　堺市内の鉄砲鍛冶屋敷で見つかった 1万1700点の古文書について、共同調査を実施。2015
年度から藪田名誉教授の指導のもと、古文書資料の目録作成・整理・分析・翻刻を行って
いる。
　2015年度～2017年度の調査・研究により、江戸後期には斜陽化していたと考えられてい
た堺の鉄砲産業が、意外に隆盛だったことが分かった。
　1842年の『顧客名簿』によると、堺の鉄砲鍛冶は東北から九州まで239家の大名、旗本ら
と取引があり、このうち 1 / 4 を井上家が受注したこと、さらには、1752～1871年までの約
120年間のうち、井上家の年間最大受注量は1845年の330丁余で、江戸初期などと比べても
遜色ないことが分かった。この発見は、「徳川の平和」の下で「堺の鉄砲産業は斜陽化して
いた」という長年の通説を覆すものである。　2018年 1 月21日には、鉄砲鍛冶屋敷井上関右
衛門家調査報告会「蔵のとびらを開いてみれば」を開催し、一般市民に調査成果の公開を
行った。
（2）今後の課題と展望
　2015年～2018年度の調査を通じて、鉄砲鍛冶屋敷としての
井上家の所蔵資料の概要はほぼ把握されるようになり、史料
的価値の重要性も明瞭となった。今後堺市による鉄砲鍛冶屋
敷井上家整備計画が具体化し、今回の基礎調査を踏まえた文
化財指定のための二次調査が必要となるであろう。
2016年度　サントリー文化財団「人文科学、社会科学に関する学際的グループ研究助成」
研究課題 住吉大社境内の石燈籠からみた大阪文化の伝播
研究代表者 黒田　一充　文学部・教授
研究概要
　大阪市住吉区の住吉大社は、古代から海の神、和歌・文
学の神として信仰を集めてきた。とくに近世になって河川
交通や海上交通が発達し、物資の移動が盛んにおこなわれ
るようになると、輸送途中の船の安全を祈るため、住吉信
仰が広がった。それを裏付けるものが同社の境内に残る石
燈籠である。17世紀半ば以降の造立だが、その銘文から、全
国の廻船問屋や物資を船に載せたさまざまな業種仲間が寄
進したことがわかる。　その銘文を分析することによって、大阪文化の伝播と、伝播した文
化がそれぞれの地域でどのように育まれ、継承されてきたのかを、歴史学・民俗学・経済
史・建築学・情報学などの学際的な視点から検証を試みるものである。
研究分担者
林　　武文　関西大学総合情報学部・教授
谷　　直樹　大阪くらしの今昔館・館長
森本　幾子　尾道市立大学・講師
小出　英詞　住吉大社・権禰宜
櫻木　　潤　高野山大学・助教
松永　友和　徳島県立博物館・学芸員
研究期間 2016年 8 月～2017年 7 月
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成果概要
（1）進捗状況
　まず、境内と摂社に残っている石燈籠の銘文の解読と分析をおこなった。年代が読み取
れるものからは、寛永21年（1644）が一番古く、享保年間（1716～36）が一番多いことが
わかった。さらに地名を旧国名で分類すると、大坂・堺・京都が約 6割を占めるが、あと
は松前（北海道）から薩摩まで分布し、内陸部の信濃・飛騨や山陰地方などを除いて、ほ
ぼ全国的に分布していることがわかった。ただし、関連資料の調査で、現在の石燈籠の配
置は、昭和 5年（1930）年ごろに境内の奥に散在していたものを前面に動かして整備した
結果であり、造立当時のままの景観ではないことも明らかになった。これらの知見にもと
づいて、境内の石燈籠を紹介するイラストマップを作成し、一般の方々に向けた現地での
ガイドツアーを催した。また、ウェブ上でも見ることができるコンテンツの制作をおこな
った。
　さらに、石燈籠の銘文に記された場所の現地調査をおこなった。山形県には石燈籠造立
の際に寄進を募った文書が残っており、富山県高岡市や徳島市では、住吉の石燈籠と同じ
グループが、地元の有力神社にも石燈籠を寄進していたことがわかった。また、大坂で造
った狛犬や家の欄間などが運ばれて現地に残っており、江戸時代の物資の移動や大坂との
地域交流の様子を探る上で、この石燈籠の碑文が資料となることが明確になった。
（2）今後の課題と展望
　これまでの住吉大社の石燈籠研究は、碑文の業種名と造立年代だけを分析対象にするも
のだったが、碑文の人名から人物を特定してみると、造立年代とは時代が合わない事例が
見つかっている。石面には最初の造立年が刻まれているのだが、再建もしくは修繕時に寄
進した人名が刻まれているのである。これらから、年代別の分析も容易でないことがわか
った。そのため、研究成果をまとめて出版する計画を持っているが、その実現にはもう少
し時間が必要かと考えている。
